
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

徳島県 海陽町
②意向調査、集積
計画作詞等

とくしま南部地
域森林管理シス
テム協議会負担
金

10,069 10,069 0 0

徳島県南部地域の１市４町で連携して森林経営管理制
度を進めて行くために設立した「とくしま南部地域森
林管理システム協議会」への負担金を拠出し、協議会
が主体となって、町内の森林所有者に対する意向調査
を行い、経営管理権集積計画作成に係る森林所有者へ
の同意取得を実施。

徳島県 海陽町
②意向調査、集積
計画作詞等

とくしま南部地
域森林管理シス
テム協議会負担
金

20,604 20,604 0 0

徳島県南部地域の１市５町で連携して森林経営管理制
度を進めて行くために設立した「とくしま南部地域森
林管理システム協議会」への負担金を拠出し、協議会
が主体となって、町内の森林境界の明確化を実施。

徳島県 海陽町 ③私有林整備
海陽町森林整備
事業

15,463 15,463 0 0
策定された森林経営管理権集積計画をもとに、市町村
自らが森林整備（市町村森林経営管理事業）を実施。
また施業に伴い森林保険への加入。

税導入の効果（総括）

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度に意向調査を行った地区にお
いては、森林境界明確化（２５３ha）を行うととも
に、経営管理権集積計画を作成し、森林整備（間伐：
５４．２２ha）まで実施することができた。また、引
き続き意向調査を行ったことで、今後の森林管理に必
要な意向などを把握するなど、円滑な管理ステムを実
施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに８地区において意向調査を実施し、Ｒ２
年までと合わせて対象件数１６地区、２，０７５件、
１３，３９０haのうち９８６件の回答があった。その
うち計管理権集積計画（計画地６４箇所）７９．６５
haを作成し、森林整備（間伐）５３箇所。今後も令和
５年度をめどに意向調査やその集約、集積計画の作成
を進めていく。
　また、公共施設の木材利用として、ピクニック公園
内に木製遊具の設置、阿佐海岸鉄道獅子吼駅構内にあ
る観光物産センターにおいては装飾壁及び床の内装木
質化を実施。また、各選挙時に山間集落や町内高校で
の移動期日前投票所の開設に伴う機材整備として１t
トラックの荷台部に設置できる小型木製ハウスを導入
した。
　事業費の不足分（１５，６６２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。

令和3年度　森林環境譲与税の使途公表

　令和３年度　森林環境譲与税収入額　　　　６８，４１８　　千円　

都道府県名 市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容
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令和3年度　森林環境譲与税の使途公表

　令和３年度　森林環境譲与税収入額　　　　６８，４１８　　千円　

都道府県名 市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

徳島県 海陽町 ③私有林整備

森林整備事業
（間伐の設計管
理）（とくしま
南部地域森林管
理システム協議
会負担金）

2,182 2,182 0 0

策定された森林経営管理権集積計画をもとに、市町村
自らが発注した森林整備（市町村森林経営管理事業）
の設計管理を、とくしま南部地域森林管理システム推
進協議会へ依頼。

徳島県 海陽町 ③私有林整備
海陽町林業担い
手育成事業

4,047 4,047 0 0

海陽町の林業に携わる意欲ある新規就労者を雇用し、
育成する具体的な計画を持つ林業事業体に対して、雇
用者１人につき補助額１／２以内、月額上限１０万円
を補助。

徳島県 海陽町
⑨林業就業者の育
成

海陽町高性能林
業機械導入事業

13,377 13,377 0 43,385

海陽町の林業事業体に対して、地域林業振興に必要な
機械設備や、県産材の生産性向上に必要な高性能林業
機械の導入により森林整備の加速を促すために、事業
費から国費を除いた額の４５％を補助。
2団体でグラップル３台導入。

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度に意向調査を行った地区にお
いては、森林境界明確化（２５３ha）を行うととも
に、経営管理権集積計画を作成し、森林整備（間伐：
５４．２２ha）まで実施することができた。また、引
き続き意向調査を行ったことで、今後の森林管理に必
要な意向などを把握するなど、円滑な管理ステムを実
施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに８地区において意向調査を実施し、Ｒ２
年までと合わせて対象件数１６地区、２，０７５件、
１３，３９０haのうち９８６件の回答があった。その
うち計管理権集積計画（計画地６４箇所）７９．６５
haを作成し、森林整備（間伐）５３箇所。今後も令和
５年度をめどに意向調査やその集約、集積計画の作成
を進めていく。
　また、公共施設の木材利用として、ピクニック公園
内に木製遊具の設置、阿佐海岸鉄道獅子吼駅構内にあ
る観光物産センターにおいては装飾壁及び床の内装木
質化を実施。また、各選挙時に山間集落や町内高校で
の移動期日前投票所の開設に伴う機材整備として１t
トラックの荷台部に設置できる小型木製ハウスを導入
した。
　事業費の不足分（１５，６６２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。
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令和3年度　森林環境譲与税の使途公表

　令和３年度　森林環境譲与税収入額　　　　６８，４１８　　千円　

都道府県名 市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

徳島県 海陽町
⑬木造公共建築物
の整備等

ピクニック公園
整備事業

25,165 0 13,014 12,151
ピクニック公園の整備事業に伴う木製遊具（DMV模型1
基、アルテチック遊具4基、その他おもちゃ）の整備
を実施。

徳島県 海陽町
⑬木造公共建築物
の整備等

宍喰駅他整備事
業

2,817 830 270 1,717

宍喰駅内にある観光物産センターの改修において、町
内の林業事業体等で構成された組織（かいふの木の
家）が製作した装飾壁や床を設置することによる木質
化とベンチ等を設置し、利用及びPRを行った。

徳島県 海陽町
⑦その他（森林整
備）

展望台等支障木
伐採事業

2,595 1,846 0 749 遊歩道や展望台等における支障木の伐採を実施。

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度に意向調査を行った地区にお
いては、森林境界明確化（２５３ha）を行うととも
に、経営管理権集積計画を作成し、森林整備（間伐：
５４．２２ha）まで実施することができた。また、引
き続き意向調査を行ったことで、今後の森林管理に必
要な意向などを把握するなど、円滑な管理ステムを実
施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに８地区において意向調査を実施し、Ｒ２
年までと合わせて対象件数１６地区、２，０７５件、
１３，３９０haのうち９８６件の回答があった。その
うち計管理権集積計画（計画地６４箇所）７９．６５
haを作成し、森林整備（間伐）５３箇所。今後も令和
５年度をめどに意向調査やその集約、集積計画の作成
を進めていく。
　また、公共施設の木材利用として、ピクニック公園
内に木製遊具の設置、阿佐海岸鉄道獅子吼駅構内にあ
る観光物産センターにおいては装飾壁及び床の内装木
質化を実施。また、各選挙時に山間集落や町内高校で
の移動期日前投票所の開設に伴う機材整備として１t
トラックの荷台部に設置できる小型木製ハウスを導入
した。
　事業費の不足分（１５，６６２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。
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令和3年度　森林環境譲与税の使途公表

　令和３年度　森林環境譲与税収入額　　　　６８，４１８　　千円　

都道府県名 市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

徳島県 海陽町
⑯その他（木材・
普及啓発関係）

移動期日前投票
所機材購入事業

1,188 0 1,188 0

各選挙における、期日前投票の移動投票所開設に伴
い、町内の林業事業体等で構成された組織（かいふの
木の家）が制作した軽トラハウスを公用車（１tト
ラック）の荷台部分に設置するために購入。

徳島県 海陽町
⑮森林・林業・木
材普及活動等

ピクニック公園
公園道転落防止
柵修繕事業

1,190 0 1,190 0
ピクニック公園内の公園道の防止策の修繕。Ｌ＝１
６．０ｍ

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度に意向調査を行った地区にお
いては、森林境界明確化（２５３ha）を行うととも
に、経営管理権集積計画を作成し、森林整備（間伐：
５４．２２ha）まで実施することができた。また、引
き続き意向調査を行ったことで、今後の森林管理に必
要な意向などを把握するなど、円滑な管理ステムを実
施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに８地区において意向調査を実施し、Ｒ２
年までと合わせて対象件数１６地区、２，０７５件、
１３，３９０haのうち９８６件の回答があった。その
うち計管理権集積計画（計画地６４箇所）７９．６５
haを作成し、森林整備（間伐）５３箇所。今後も令和
５年度をめどに意向調査やその集約、集積計画の作成
を進めていく。
　また、公共施設の木材利用として、ピクニック公園
内に木製遊具の設置、阿佐海岸鉄道獅子吼駅構内にあ
る観光物産センターにおいては装飾壁及び床の内装木
質化を実施。また、各選挙時に山間集落や町内高校で
の移動期日前投票所の開設に伴う機材整備として１t
トラックの荷台部に設置できる小型木製ハウスを導入
した。
　事業費の不足分（１５，６６２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。


